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※満席の場合、入場をお断りさせていただくことがございます。



ペシャワール� ���も同時開�

中村哲　なかむらてつ

　昭和２１年に福岡市で生まれ。九州大学医学部を卒業後、国内の病院勤務
を経て、昭和５９年にパキスタン北西辺境州の州都ペシャワールの病院に赴
任。ハンセン病などの治療に始まり、難民キャンプや山岳地域での診療へと
活動を広げ、平成３年にアフガニスタンに最初の診療所を開設した。その
後、アフガニスタン東部山岳部の３診療所を中心に医療活動を行う中、平成
１２年に大干ばつがアフガニスタンを襲った際、医療だけでは人の命を救う
ことができない現実を前にし、安全な水を得るため、１，６００本の井戸を
掘り、さらには日本伝統の治水技術を用いて灌漑用水路を建設し、広大な農
地を回復、開拓した。用水路工事は雇用を生み、難民の帰還を促すととも
に、彼らが農民として平和に暮らすことを可能にした。
その後も、ペシャワール会の現地代表として常に医療や国際協力の現場で先
頭に立ち、農地の回復、開拓を続け、令和元年までに１万６，５００ヘクタ
ールの大地を緑に甦らせ多くの人々に水の恵みをもたらした。
その活動は国内外で高く評価され、これまでに，アジアのノーベル賞とも呼
ばれるマグサイサイ賞をはじめ、ガジ・ミール・マスジット・カーン勲章
（アフガニスタン国家勲章）、旭日双光章など数々の賞を受賞。福岡市にお
いても平成２５年に福岡市出身者として初めて福岡アジア文化賞大賞を贈
賞。さらに令和元年１０月にはアフガニスタンから名誉市民権が授与され、
亡くなられた後においても、長年にわたる国際人道支援や国際協力への貢献
を称え、同年１２月には旭日小綬章が授与された。
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